
山
本
晋
也

魅
力
あ
る
異
邦
人
の
エ
ロ
チ
シ
ズ
ム
が
ス

キ
な
の
で
す
よ
。

つ
ま
り
、
ボ
ク
を
観
客
に
し
て
く
れ
る
の
サ
。

人
間
っ
て
奴
ァ
、
四
十
年
近
く
も
生
存
し

て
お
る
と
、
な
ー
ん
か
ヒ
ト
族
と
の
関
係
に

疲
れ
て
く
る
で
す
よ
。

そ
の
点
、
ゲ
イ
の
人
々
に
囲
ま
れ
る
と
ホ

ッ
ト
す
る
わ
け
。

異
性
で
も
な
い
し
、
同
性
で
も
な
い
不
思

議
な
魅
力
、
疲
れ
な
い
。

い
つ
も
、
き
れ
い
な
舞
台
の
名
役
者
を
見

る
思
い
が
す
る
。

光
あ
れ
／
．



.' 

〈
お
す
ぎ
と
ピ
ー
コ
〉
の

ピ
ー
コ

“
ゲ
イ
“
°
着
飾
っ
た
り
、
歌
っ
た
り
、
踊
っ

た
り
い
つ
も
楽
し
い
生
活
を
送
っ
て
い
る
と

一
般
の
人
は
思
っ
て
い
ま
す
。
で
も
そ
ん
な

こ
と
は
な
い
の
で
す
。
．

”
男
が
男
を
好
き
に
な
る
。
“
と
い
う
こ
と

だ
け
で
悩
ん
で
い
る
人
達
も
沢
山
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
そ
れ
だ
か
ら
楽
し
い
と
い
う
人
も

い
る
で
し
ょ
う
。
で
も
、
そ
れ
は
い
つ
も
現
象

面
だ
け
で
す
も
の
。
心
の
悩
み
や
、
人
生
の

こ
と
な
と
考
え
て
い
る
と
本
当
に
と
う
し
た

ら
い
い
か
と
思
う
こ
と
も
多
い
の
で
す
。

こ
の
写
真
集
に
写
っ
て
い
る
人
達
は
そ
れ

で
も
＂
男
が
好
き
“
と
い
う
の
を
公
に
し
て
い

る
し
、
私
達
も
オ
ー
プ
ン
・
ゲ
イ
と
ひ
ら
き

直
っ
て
い
き
て
い
る
だ
け
幸
せ
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
男
と
か
、
女
と
か
、
と
う
し
て

そ
う
い
う
性
別
だ
け
が
問
題
に
さ
れ
る
の
で

し
ょ
う
。
人
間
と
し
て
素
敵
な
こ
と
が
素
晴

し
い
と
、
な
ぜ
感
じ
ら
れ
な
い
の
か
し
ら
。

今
、
“
男
ら
し
さ
“
"
女
ら
し
さ
“
と
い
う
こ
と

を
必
要
以
上
に
言
わ
れ
て
い
る
け
と
、
そ
れ

よ
り
、
私
達
は
い
か
に
人
間
と
し
て
素
晴
し

い
か
を
見
て
ほ
し
い
し
、
こ
の
写
真
集
が
そ

の
手
助
け
と
な
る
こ
と
を
。

男
か
女
か
じ
ゃ
な
く

人
間
を
み
て
ほ
し
い























































女に

—— __.,._ 

I hate. 
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好きな占葉、「好きて‘す」。

もう何度いわれたことか。

iいな言葉、「好きてす」。

もう何度だまされたことか。

ム·ly favori lC 、,·or<l:::,.. "I loYc you." 

1 low many times ha¥'c I heard L110sc words spoken to rm:. 

¥¥'ords I hate.. "I love you." 

Hoヽ‘.many tiincヽ havc l bcen bctraycd. 
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こんど生まれてくるとしたら

そうて‘‘すね、男の気持があれば男に

女の気持があれば女に。

If I were to be born agai n… 

I'd like t o 恥 a man,ヽho feels like a man, 

a woman who feels like a woman, 血id~.
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完全には女てない弱みを埋ウるよ豆うに

けっきょくいつも奉仕する俣ふこまわってしょフコ

女といちばんちがう点てしょうな。

す゚てとこるな
—— 

9
,
1
 

女つ

よ
待
ー
．
を

勺hn

り

て
目
帰

と

T
O

の
の

っり
て
生
性

四
子
人
男
て
、

1

ら
事
り
し

か
記
借
頂

ノ
の
り
た

ん
ン
ク
そ
ん

た
ノ
イ
f

l
]励

土
や
メ
f
こ

刃
芦
乃
区
呈
卸

入
ン
ョ
。
フ
粧
練

に
ア
シ
ッ
化
の

学
の
乃
乃
の
位

中
姉
フ
ス
母
メ

お~姉さんの持っていた

リカちゃん人形をはしがっていました。

親はそれをいやがって

よく叱られました。

グラブやバット、買ってくれましたが

革の臭いが野蛮ぽくて

いちども使いませんてした。

リカちゃんにひたすら憧れていました。

老後は牛丼屋をやっていると思います。

それも信頼て‘‘きる人にまかせて。

その収入て‘‘

静かに暮らしていたいてす。

帰省すると、物珍しそうに集まってきて

結婚しないの？って聞かれる。

わたしがこういうふうにしてる目の前て‘‘よ。

男と結婚しないのってことかしら。

女とってことかし・う。

、つみだわ。



' 

わたしのかうだと'`二

2こにたまたよ

容れ物の住―-n•-

よく女の子とまちがわれて嬉しかったゎ。

いつもピンクのくし持ってたツ0

女のしるしに。

母が、ドロボーしたり人を殺したり

人に迷惑かけなければ

100年も200年も生きるわけじゃなし

好きにしていいよ、といってくれました。

わたしのままに、やっていきます。

男性の精液が、まだ飲めません。

ほんとうに好きな人が

まだ現れていないからだ、と思っています。

四つの頃
姉のゴム入りのスカートを、よき

ラジオの音をめいっぱいあげ―

踊ったのが変身のきっかけて｀すc
町の酒屋の、配達のお兄ちゃんの
粗野な風貌量の臭いにうちのめされた

その時の剌激が

今になってもとれません：：



皆さん誰しも男性ならは••一度位は

「女になりたl 、なぁ／」「女ってl ヽし、なぁ／」

と思った出がある，よすてす。

そして女性ならば一度ならず'::)

「男性が欲しい勺

と頻った半があると思 、土 ..... 
一れ。

心の中に潜んているそんな感情を

これからも私達、よ

索直に表現して行きたいのて手。

染谷彰吾（プチ・シャトーオープー）



学術用語て‘‘、モザイクとは

雌雄異体の動物が、一

日疫）ように

宅の中口雄雄 方の性徴を

備えていることだそうてす。

現在、世界的にゲイ人口が増加しつつある中＿、

日本もその例外てはありません。

今回撮影した人々はそのゲイの中にあっ

極めて特殊な位匿を占めているといえます。

男に愛されんが為に自己の肉体を、

そして精神をも女性化してしまう
.. 

彼女達の純粋さ、ひたむきさには感動さえ覚える程て‘す。
プラトンは著書「饗宴」の中て‘

ー一人間には太古以来、男性、女性、そして男女の

両性を結合した第三の性というものがあった一一

と述べています。

しかも人間が母親の胎内に誕生した時は

誰もが女性てあるとさえ言われています。

そして、その痕跡を認めているのが

男性の乳首なのだそうて‘す。

このような背景を考えると
.. 

彼女達の女性への回帰願望は奇巽ても異常てもないと思います。
それどころか、むしろ当然の帰結なのかも知れません。

この写真集ては、そんな彼女達の実態が少しても
理解して項けたらと願っております。

東海林 宏



男か女か、とっちかてなくちゃいけないなんて

誰が決ウたの

either a mru1 or a woman? 

other? 
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